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ご入園･ご入学おめでとうございますご入園･ご入学おめでとうございますご入園･ご入学おめでとうございますご入園･ご入学おめでとうございます

　４月７日（木）、小学校において入学式が行
われ、新入生７名の児童はこれから始まる新し
い生活への期待を胸に、小学校生活がスタート
しました。保護者が見守る中、少し緊張した面
持ちの児童たちでしたが、壇上で名前が呼ばれ
ると、手を挙げて元気に返事をしていました。
入学式を終えた鎌田彩花さんは「入学式は緊張
しました。国語の勉強を頑張りたいです」と話
していました。

４月７日　浦臼小学校入学式

　４月７日（木）、中学校において入学式が行

われました。新型コロナウイルス感染症対策を

行った上での開催となりましたが、真新しい制

服に身を包んだ新入生たちが式に臨み、新たな

学校生活がスタートしました。式では、新入生

代表の生徒が学校生活での期待や不安、今後の

意気込みについて述べられました。

４月７日　浦臼中学校入学式
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　４月７日（木）、こども園なかよしにおいて

入園式が行われました。新型コロナウイルスの

影響により規模を縮小した中での開催となりま

したが、新入園児たちは保護者の皆さんや先生、

在園生などに温かく見守られながら、こども園

での生活をスタートさせました。

４月７日　こども園なかよし入園式

　４月１４日（木）、行政センター３階あかね

ホールにおいて、高齢者大学みどり学園の入園

式･開校式が行われました。今年度より新たに

２名の新入生が加わり、総勢３５名での活動と

なります。新入生の久保田誼さんは「様々な行

事に参加し、友好を深めたいです」と話してい

ました。

４月１４日　みどり学園入園式・開校式



広報うらうす　4

谷　　学明さん
たに　　　　たかあき

①北海道札幌方面滝川警察署　晩生内駐在所　　②札幌市
③映画鑑賞
④雪に覆われた綺麗な山と自然が多く、星空がはっきり見える良い町。住民
も気さくに話せる人が多い。
⑤１日でも早く一町民として地域に溶け込み皆さんの安全安心を守り頼られ
る存在になりたいです。

和田　知子さん
わ　だ　　 とも こ

①浦臼町立浦臼小学校（校長）　　②深川市
③旅行、テニス・ピアノ
④山に囲まれ、自然がいっぱいで癒やされます。
　町のみなさんが親切で、あたたかいです。
⑤浦臼の子供たちのためにがんばります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

馬狩　典生さん
うまかり　　のり お

①浦臼町立浦臼小学校（教諭）　　②沼田町
③ドライブ　温泉巡り
④幕末の志士坂本龍馬とゆかりのある浦臼町！メロン・ワイン・厚揚げ・焼
き鳥･･･いろいろ美味しい浦臼町！何かと縁のある浦臼町！
⑤病気や怪我をすることなく充実した日々を過ごし、浦臼町の教育に貢献で
きるよう頑張ります！

菅井　広幸さん
すが い 　　ひろゆき

①浦臼町立浦臼小学校（事務職員）　　②砂川市
③テレビ視聴（ドラマ・バラエティー）
④赴任する前は、マンゴーやワインを買いに来たことがあるぐらいでした。
赴任した今は、時間がゆっくり流れているように感じています。まるで、
昭和のような。
⑤健康に気をつけて、仕事をしていきたいと思っています。

永谷　　翼さん
ながたに　　　 つばさ

①浦臼町役場産業課商工観光係　　②岩見沢市
③温泉巡り、野球
④景色がきれいで、空気がおいしいところだと感じました！
⑤どんな仕事も全力で取り組み、町民の方たちに慕われる職員になりたいで
す。

大宮　小雪さん
おおみや　　 こ ゆき

①浦臼町役場住民課税務係　　②滝川市
③ドラマを見ること・バドミントン
④自然が豊かで、特産品がたくさんある町
　優しくて温かい人が多いイメージ
⑤仕事をしっかり覚えて、１日でも早く町民の方々や職員の皆さんの力にな
れるよう頑張ります！

izumi.katsuyoshi
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千田　潮音さん
ち　だ 　　しお ね

①認定こども園なかよし（保育教諭）　　②奈井江町
③温泉に行くこと、学生時代にバレーボールをしていました
④隣町の奈井江町出身なので、昔から近隣ということもあり、馴染みやすさ
を感じていました
⑤１日も早く浦臼町の町民の皆様や認定こども園なかよしの保護者の方々に
認識していただけるように、保育者としてよりよい保育を目指して頑張り
たいと思います。

N FACEEW
ニュー
 フェイス

今年度から浦臼町に着任・就職された方々を紹介します。
「広報にでてた人だ！」って気軽に声をかけてください。

高橋　毅司さん
たかはし　　たけ し

①浦臼町立浦臼中学校（教頭）　　②函館市
③魚釣り
④自然豊かで四季折々の変化が楽しみです。
⑤微力ながら浦臼町の教育を支えていきます。よろしくお願いします。

柳井　　伸さん
やな い 　　　　のぶ

①浦臼町立浦臼中学校（教諭）　　②千歳市
③写真撮影、画像処理
④のどかな雰囲気で、時間の流れがゆっくりなイメージでした。
⑤新しい環境に早く慣れ、生徒や保護者、地域に貢献できるようになりたい
です。

冨岡　生子さん
とみおか　　いく こ

①浦臼町立浦臼中学校（教諭）　　②札幌市
③ドライブ、映画・音楽鑑賞
④雄大な樺戸連山に抱かれた自然豊かな町
　おいしいワインと農産物の町（残念ながら下戸ですが・・・）
　着任手続きに訪れた際、偶然出会った「臼子ねぇさん」が手を振ってくれ
て感激しました。
⑤浦臼中の生徒たちと楽しく学び、笑顔あふれる町になるように微力ながら
　努力してまいります。よろしくお願いします。

①勤務先　　　　　②出身地　　　　③趣味・特技
④浦臼町の印象　　⑤今後の抱負プロフィール

林　　和伸さん
はやし　　　かずのぶ

①認定こども園なかよし（園長）　　②滝川市
③ゴルフ、読書
④一昨年、浦臼小学校に着任した際は、「穏やかで・自然が一杯で・人のい
い町」と思いました。２年間の間に、浦臼町は子どもを大事にしてくれて、
学校教育にとても配慮をしてくれる町だとわかりました。それはとても
有りがたいことだと、私の他にも学校の教職員みんなが思っています。
⑤未来からの使者である子どもたちがみな元気でたくましく育ち、必要な
力をきちんと蓄えて小学校に送り出したいです。また、中学校を終わり
高校に入るときは「どの子も、社会を生き抜く力を身に付けた」と言い
切れる教育を小中学校と連携し進めていきたいです。

izumi.katsuyoshi
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だれでも食堂のご案内
　浦臼の野菜をできるだけ使用して月に１回町民が開く、町民のための食堂です。
　新型コロナウイルス感染症対策により、予約制での開催といたしますので事前にお申し込みをお願いし
ます。マスク着用のうえ、ぜひお越しください！
日　　時：５月２１日（土）１１:３０～１３:３０
　　　　　※１１:３０から３０分ごとの時間予約制です。
メニュー：いなり寿司・みそ汁
　　　　　テイクアウトも出来ます（予約個数限定）。
料　　金：大人２００円　１８歳以下無料
※新型コロナウイルスの感染状況等により、中止となる場合があります。

開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）
申 込 先：電話０９０－２８１１－８１９６
　　　　　　　　　　　　　代表　鎌田眞美

令和４年度浦臼町役場機構図（令和４年５月１日現在）
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名
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※第２号（フルタイム）

総
務
課

課長
明日見　将幸

（兼会計管理者兼出納室長）

庶務係 笹木　要 白木　祥太 樋口　果奈

五十嵐　涼
（空知中部広域連合へ派遣）

渡辺　ひとみ
交通防災係 五十嵐　政雄 ○竹田　　睦

主幹
早坂　隆広

企画係 粟野　敏朗 ○伏見　友輝 和泉　克佳

財政係 坂本　篤史
（兼出納室出納係長）

○熊谷　浩伸
（兼出納室出納係主査）

出
納
室
《総務課長兼務》 出納係 《財政係長兼務》 ☆大平　英祐

住
民
課

課長
中田　帯刀

住民係 吉村　美紀 ○五十嵐　景 堀下　剛士朗
今田　幸宏（最終処分場）
丹羽　　栄（最終処分場）

生活係 《主幹兼務》 大平　啓生
主幹

國田　幹夫
（兼生活係長） 税務係 髙井　治登 ○小田　恵美 大宮　小雪

福
祉
課

課長
齊藤　淑恵

主幹
城宝　睦己

介護福祉係 吉村　富雄 ○中川　理沙
（主任保健師）

高田　尚弘
（社会福祉士）

☆大平　雅仁
（社会福祉協議会へ派遣）

※氏家由美子（栄養士）
三宮　寿恵（介護職員）
　杉山　優子（保健師）
福田　珠里（看護師）
宮澤　和子（保健師）
笹木菜津実（保育士）

子育て支援係 石田　めぐみ 武藤　鈴奈
（保健師）

保健指導係 笹島　里香 ○中田　華代

渡邊　晴妃
（保健師）

石川　裕美
（保健師）

産
業
課

課長
馬狩　範一

（農業委員会事務局長併任）
農政係 畑山　勝哉 ○井内　雅之 横林　直樹

土井よし子（鶴沼公園）
桜井　晴美（鶴沼公園）

主幹
山﨑　哲 商工観光係 内藤　賢 寺田　圭佑 永谷　翼

建
設
課

課長
上嶋　俊文
主幹

安田　良弘
(兼管理係長)
技術長

竹田　圭一
(兼技術係長)

技術係 《技術長兼務》 ○辻口　義悠 田渕　竜一

管理係 《主幹兼務》 稲部　颯

議
会

局長
國田　朋子

庶務係
議事係 三部　航

農
業
委
員
会

局長
《産業課長併任》 農地係 木村　秀幸 藤澤　翔太郎

教
育
委
員
会

局長
横井　正樹 学務係 熊谷　朱美 ○西川　茉里 中谷　淳子・前田　博美・片野　涼香・田村　弥生　　　

上嶋　幸憲（海洋センター）　曽根　　豊（小学校公務補）
織田　徳明（中学校公務補）　本田　俊司（小学校教諭）
能登　昇一（小学校教諭）　　本田　寿子（小学校補助員）
土屋　政希（みどり学園）　　國田　清孝（郷土史料館）

主幹
小田　修司

(兼社会教育係長)
社会教育係 《主幹兼務》 ○加藤　弘樹
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令和４年　第１回浦臼町議会定例会 一般質問
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町
道
西
２
条
通
線
の
歩
道

除
雪
に
つ
い
て

質　

問

Ｑ

町
長
答
弁

Ａ
教
育
長
答
弁

Ａ

３
年
11
月
末
に
関
係
住
民
に
周

知
文
書
を
配
布
し
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
た
。
歩
道
の
除
雪

に
よ
り
地
域
の
方
々
の
雪
堆
積

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
く
な
る
こ
と

も
理
解
し
て
い
る
。
除
排
雪
の

回
数
を
増
や
し
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
が
、
人
員
、
機

械
、
気
象
条
件
な
ど
が
あ
る
た

め
確
約
で
き
な
い
が
、
極
力
対

応
し
て
い
く
。

　

屋
根
が
道
路
側
に
向
い
た
車

庫
、
倉
庫
等
が
何
棟
か
あ
り
、

歩
道
を
除
雪
す
る
こ
と
で
、
屋

根
の
雪
が
歩
道
に
落
ち
る
心
配

が
あ
る
。
子
供
の
安
全
の
た
め
、

住
民
も
高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、

一
定
の
高
さ
で
の
排
雪
を
お
願

い
し
た
い
。

再
質
問

Ｑ



　

２
年
前
、
国
土
交
通
省
が
道

の
駅
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
へ
の
移

行
を
提
唱
し
、
地
方
創
生
、
観

光
を
加
速
す
る
拠
点
と
位
置
づ

け
た
。

　

複
合
的
な
拠
点
施
設
と
し
て
、

存
在
価
値
を
増
し
て
い
て
、
必

要
性
を
疑
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、

新
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
次

の
段
階
に
な
る
基
本
設
計
の
た

め
の
予
算
計
上
は
見
送
っ
た
。

　

巨
費
を
要
す
る
事
業
を
安
易

に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る
こ

と
は
、
決
し
て
責
任
あ
る
態
度

と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。

　

年
内
に
具
体
案
を
ま
と
め
、

議
会
及
び
町
民
の
皆
様
に
提
示

し
、
令
和
５
年
度
の
予
算
案
計

上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
、
生
活
形
態
、
消
費
形
態
、

観
光
形
態
、
そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
、
世
の
中
が
変
化
し
て
き
て

い
る
。

　

国
は
道
の
駅
を
「
地
方
創
生

を
加
速
す
る
拠
点
」
と
し
て
位

置
づ
け
、
そ
の
拠
点
は
、
多
様

な
交
通
手
段
の
周
遊
の
交
通
拠

点
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
拠

点
、
元
気
に
稼
げ
る
地
域
経
済

の
拠
点
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
情
報
発
信
の
拠
点
、

そ
し
て
一
番
重
要
な
広
域
的
な

防
災
拠
点
で
あ
る
。

　

道
の
駅
の
計
画
に
は
ま
だ
議

論
し
整
理
す
る
点
が
あ
り
、
次

世
代
の
道
の
駅
へ
向
け
実
現
し

て
い
く
べ
き
で
は
。

質　

問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

多
世
代
交
流
施
設
等
建
設

の
必
要
性

　

Ｊ
Ｒ
の
廃
線
に
伴
い
、
浦
臼

駅
周
辺
の
再
開
発
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

町
は
浦
臼
駅
周
辺
整
備
検
討

委
員
会
に
よ
る
提
言
を
も
と
に
、

質　

問

Ｑ

多
世
代
交
流
施
設
の
建
設
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
と
し
て

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

今
、
町
に
と
っ
て
何
が
足
り

な
く
て
何
が
必
要
な
の
か
、
将

来
何
が
必
要
と
な
る
の
か
議
論

す
る
必
要
が
あ
り
、
交
流
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早

と
考
え
る
が
。

　

幅
広
い
世
代
が
気
軽
に
集
い
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
を

提
供
し
、
高
齢
者
の
方
は
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
語
ら
い
、
子
育

て
世
代
は
仲
間
と
子
育
て
を
共

有
し
、
と
も
に
同
じ
空
間
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
多

世
代
交
流
が
進
み
、
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
暮
ら
し
や
す
い
地

域
基
盤
の
一
つ
が
整
う
と
考
え

て
い
る
。

　

時
期
尚
早
と
の
指
摘
だ
が
、

今
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

町
長
答
弁

Ａ

浦
臼
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
を
問
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

質　

問

Ｑ

対
策
が
続
く
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
、
マ
ス
ク
生
活
に
よ
っ

て
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

　

感
染
対
策
を
し
つ
つ
、
学
校

教
育
や
学
校
行
事
な
ど
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
取
り
進

め
て
い
く
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
が
私
た
ち
の
生

活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

そ
れ
は
学
校
活
動
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。

　

日
常
的
な
マ
ス
ク
の
着
用
に

よ
り
、
表
情
が
読
み
取
り
づ
ら

い
、
会
話
が
し
づ
ら
い
な
ど
、

児
童
生
徒
間
、
教
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。

　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
に
ら

み
な
が
ら
の
学
校
生
活
は
続
く

と
思
う
。

　

正
し
い
知
識
を
伝
え
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
で
の
授

業
、
学
校
行
事
の
実
施
を
考
え

な
が
ら
、
児
童
生
徒
た
ち
の
教

コ
ロ
ナ
禍
の
子
供
た
ち

質　

問

Ｑ

教
育
長
答
弁

Ａ

　

川
畑
町
長
に
な
っ
て
か
ら
産

業
観
光
推
進
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
話
し
合
い
自
体
を
開
催
せ

ず
、
一
部
の
観
点
（
建
設
費

用
）
だ
け
で
事
業
の
実
行
を
先

延
ば
し
に
し
て
い
る
。
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
は
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
を
話
し
合
う
場
所
で
あ
っ

た
。
こ
の
計
画
を
実
行
に
移
す

こ
と
を
令
和
４
年
度
の
最
優
先

課
題
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
町

長
の
再
考
を
強
く
求
め
る
。

①
第
４
次
浦
臼
町
総
合
振
興
計

画
の
中
に
道
の
駅
再
整
備
は
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ド

面
の
予
算
は
一
た
ん
見
送
る
と

は
ど
う
い
う
意
味
か
。

道
の
駅
の
あ
り
方

育
と
健
や
か
な
心
身
の
成
長
を

促
し
、
そ
の
た
め
の
連
携
や
環

境
整
備
を
推
進
す
る
。



討
し
た
が
、
移
動
距
離
や
施
設

の
構
造
な
ど
で
、
自
由
で
気
軽

な
活
動
が
制
限
さ
れ
る
と
な
っ

た
。

　

町
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
か
な

え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
は

わ
か
る
が
、（
優
先
順
位
に
つ

い
て
は
）
ル
ー
ル
に
則
っ
て
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
予
算
の

使
い
方
に
つ
い
て
は
、
将
来
性

や
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
予
算
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長
に

は
、
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ

そ
夢
を
持
っ
た
今
後
の
町
政
運

営
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
思

い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
ニ
ン
ニ
ク
（
産
地
化

支
援
）
に
つ
い
て
は
若
い
方
と

話
し
合
い
の
機
会
を
持
っ
て
、

本
当
に
や
り
た
い
ん
だ
と
い
う

真
摯
な
意
見
を
受
け
て
進
め
た
。

将
来
的
に
作
付
が
増
え
、
こ
れ

が
新
規
就
農
ま
で
に
つ
な
が
っ

て
、
人
口
増
加
に
も
影
響
す
る

よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
と
い
う

思
い
だ
。
同
じ
よ
う
な
考
え
で

道
の
駅
も
進
め
ら
れ
た
ら
よ
か

っ
た
が
、
投
資
す
る
金
額
が
違

て
ワ
イ
ン
醸
造
の
機
運
が
高
ま

っ
て
い
る
。
今
後
、
大
学
と
浦

臼
町
と
の
共
同
開
発
で
小
さ
な

醸
造
所
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　

醸
造
所
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
に
民
間
主
体

に
よ
る
建
設
を
推
進
す
る
た
め
、

「
ワ
イ
ン
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
と
し
て
醸
造
所
の
規
模

や
設
置
位
置
、
集
客
力
向
上
の

た
め
の
企
画
等
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
、
北
海
道
ワ
イ
ン
株
式

会
社
と
は
個
別
協
議
を
し
て
き

た
が
、
併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

や
宿
泊
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
、
現
在
、
建
設
に

向
け
て
の
協
議
に
進
捗
は
な
い
。

町
と
大
学
と
の
共
同
開
発
に
よ

る
醸
造
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

情
報
や
判
断
材
料
が
な
い
の
で
、

今
の
時
点
で
は
明
確
に
答
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

北
海
道
ワ
イ
ン
株
式
会
社
は
、

北
海
道
大
学
と
北
海
道
も
加
わ

っ
て
、
道
産
ワ
イ
ン
の
研
究
や

生
産
拡
大
、
人
材
育
成
を
目
的

と
す
る
組
織
に
も
携
わ
っ
て
い

る
。

　

北
海
道
ワ
イ
ン
株
式
会
社
の

②
道
の
駅
再
整
備
は
町
長
の
公

約
。
残
り
２
年
の
任
期
中
に
、

町
民
と
の
約
束
を
ど
の
よ
う
に

果
た
し
て
い
く
の
か
。

③
地
域
内
で
経
済
が
回
ら
ず
、

町
外
へ
の
流
出
を
止
め
ら
れ
な

い
。
道
の
駅
周
辺
を
拠
点
整
備

す
る
意
義
は
。

④
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
道
の
駅
と

温
泉
の
合
体
案
の
検
討
を
。
脱

炭
素
に
取
り
組
む
町
の
姿
勢
を

示
す
こ
と
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
削
減
に
寄
与
す
る
。

⑤
浦
臼
町
財
政
の
徹
底
的
な
見

直
し
を
求
め
る
。

⑥
多
世
代
交
流
施
設
は
既
存
施

設
の
改
修
で
対
応
し
て
は
。

①
道
の
駅
を
や
め
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
非
常

に
大
き
な
事
業
費
が
明
ら
か
に

な
っ
た
時
点
で
、
町
の
将
来
の

財
政
運
営
へ
の
影
響
を
考
え
、

簡
単
に
先
に
は
進
め
な
い
重
大

な
事
案
と
な
っ
た
。
全
体
的
に

検
討
す
べ
き
事
項
が
あ
る
と
い

う
判
断
か
ら
令
和
４
年
度
の
予

算
化
は
見
送
っ
た
。

②
持
続
可
能
な
事
業
内
容
、
事

業
年
度
等
の
具
体
案
の
検
討
を
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町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ

町
長
答
弁

Ａ

開
始
し
、
年
内
に
議
員
、
町
民

の
皆
様
に
説
明
す
る
。
令
和
５

年
度
の
当
初
予
算
に
関
連
予
算

を
計
上
し
て
い
き
た
い
。

③
観
光
拠
点
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
の
経
済
活
動
、
地
域

間
交
流
、
情
報
発
信
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
を
有
す
る
施
設
。

対
外
的
に
は
町
の
顔
で
あ
り
、

町
民
に
と
っ
て
は
大
勢
の
来
場

者
が
行
き
交
い
、
に
ぎ
わ
う
こ

と
に
よ
り
、
自
信
や
誇
り
と
な

り
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
、
取
り

組
み
の
発
想
、
実
行
す
る
場
に

な
る
。

④
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
今
回
の
施
設
建

設
に
何
が
導
入
可
能
か
、
初
期

投
資
、
維
持
管
理
経
費
な
ど
検

討
す
る
。

⑤
建
設
費
用
の
捻
出
の
た
め
と

い
う
特
定
の
目
的
の
た
め
に
行

う
考
え
は
な
い
。

⑥
多
世
代
交
流
施
設
は
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
ぎ

わ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
、

多
世
代
が
集
う
交
流
の
場
を
町

の
中
心
部
に
設
置
し
た
い
と
い

う
考
え
。
既
存
施
設
の
改
修
利

用
は
検
討
委
員
会
の
中
で
も
検

町
長
再
答
弁

Ａ

い
過
ぎ
、
少
し
時
間
を
置
い
て

考
え
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。

将
来
的
に
禍
根
を
残
さ
な
い
形

で
進
め
て
い
き
た
い
。
間
違
い

な
く
進
め
て
い
く
の
で
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

質　

問

Ｑ ワ
イ
ン
醸
造
所
の
設
置
に

つ
い
て

　

浦
臼
町
の
加
工
用
ワ
イ
ン
ブ

ド
ウ
は
、
昭
和
49
年
に
鶴
沼
台

果
樹
生
産
組
合
が
設
立
さ
れ
、

昭
和
52
年
に
北
海
道
ワ
イ
ン
が

鶴
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
よ
り
鶴
沼

の
高
台
に
作
付
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
、
日
本
一
の
作
付
面
積

に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
収
穫

さ
れ
た
ブ
ド
ウ
は
す
べ
て
小
樽

市
の
北
海
道
ワ
イ
ン
の
工
場
へ

運
ば
れ
て
ワ
イ
ン
に
醸
造
さ
れ

て
い
る
。

　

現
在
、
道
内
の
大
学
に
お
い



原
料
ブ
ド
ウ
主
産
地
の
町
と
し

て
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
共
同

事
業
に
自
治
体
と
し
て
か
か
わ

っ
て
い
け
な
い
か
、
接
触
を
図

り
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

大
卒
者
を
採
用
し
て
い
き
、
大

学
側
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

志
高
い
青
年
を
協
力
隊
に
招
聘

し
て
、
ワ
イ
ン
醸
造
者
を
育
て

上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　

ワ
イ
ン
に
つ
い
て
は
北
海
道

ワ
イ
ン
株
式
会
社
を
抜
き
に
は

考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
が

あ
る
。

　

今
、
北
海
道
大
学
が
中
心
と

な
っ
て
「
北
海
道
ワ
イ
ン
の
ヌ

ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
研
究
室
」

と
い
う
の
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。

　

例
え
ば
実
験
農
場
的
な
も
の

も
含
め
て
、
町
と
し
て
か
か
わ

っ
て
い
け
な
い
か
情
報
収
集
に

当
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

醸
造
所
建
設
に
つ
い
て
は
、

鶴
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
含
め
て
可
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再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

　

町
長
執
行
方
針
で
は
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
を
問
題
と

質　

問

Ｑ 浦
臼
町
の
人
口
動
態
と
本

町
予
算
に
つ
い
て

2000年 2020年 2030年 2040年 備考

日本の農業者数 240万人 136万人 76万人 42万人 財務省資料

浦臼町農業戸数 　153戸 85戸 47戸 財務省数値を割り
返した予想

浦臼町人口予想 1661人 980人 空知中部予想

　

執
行
方
針
の
農
業
の
持
続
化
、

多
世
代
交
流
施
設
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
問
う
。

①
人
口
動
態
に
つ
い
て
町
長
は

ど
う
受
け
止
め
る
か
。

②
米
価
暴
落
の
原
因
を
ど
う
考

え
る
か
。

③
「
営
農
対
策
協
議
会
（
仮

称
）」
は
ど
の
よ
う
な
役
割
か
。

④
町
再
生
協
議
会
が
示
す
令
和

４
年
米
生
産
の
目
安
は
、
再
生

産
可
能
な
経
営
体
と
な
る
の
か
。

⑤
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
整
備
事

業
の
開
始
を
決
め
ら
れ
な
い
理

由
は
。
役
場
内
部
で
の
検
討
と

は
何
か
。

①
各
推
計
数
値
の
と
お
り
日
本

全
体
と
し
て
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
が
叫

ば
れ
な
が
ら
、
改
善
が
さ
れ
な

い
現
状
に
将
来
の
安
全
保
障
に

も
関
わ
る
重
大
な
事
態
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

②
下
落
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
消

費
の
落
ち
込
み
、
米
の
胴
割
れ

な
ど
の
品
質
の
低
下
と
考
え
る
。

③
町
独
自
の
農
業
施
策
に
つ
い

て
協
議
す
る
場
と
考
え
て
い
る
。

④
主
食
用
米
生
産
量
の
目
安
達

成
が
売
れ
る
米
作
り
の
推
進
と

米
産
地
と
し
て
の
地
位
を
固
め

る
も
の
と
考
え
る
。

⑤
折
坂
議
員
へ
の
答
弁
の
と
お

り
。

　

月
刊
誌
「
地
方
議
会
人
」
３

月
号
で
は
過
疎
法
に
つ
い
て
触

れ
、『
日
本
の
人
口
減
少
は
こ

れ
か
ら
も
加
速
す
る
。
そ
ん
な

な
か
で
も
地
域
社
会
を
維
持
す

る
知
恵
を
絞
る
人
材
こ
そ
が
必

要
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た

「
議
会
と
自
治
体
」
３
月
号
で

は
22
年
度
予
算
に
つ
い
て
分
析

し
て
い
る
。
水
田
活
用
交
付
金

事
業
の
３
，
０
５
０
億
円
は
昨

年
度
よ
り
作
付
け
を
12
％
減
ら

し
な
が
ら
も
同
額
で
あ
る
。
農

家
に
示
さ
れ
た
金
額
で
本
当
に

再
生
で
き
る
の
か
。
43
万
ｔ
か

ら
始
ま
っ
た
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
が
77
万
ｔ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
を
切
り
崩
さ
な
い
と
、
農

業
者
が
お
米
を
作
る
と
は
な
ら

な
い
。
高
収
益
作
物
の
限
ら
れ

た
中
、
再
生
産
に
つ
な
が
る
の

か
疑
問
に
思
う
。

　

人
口
動
態
と
予
算
に
つ
い
て
、

多
世
代
交
流
施
設
を
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
す
る
な
ら
、
狭
い
町

道
に
バ
ス
が
止
ま
っ
て
乗
降
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
建
設

に
あ
た
っ
て
、
意
見
の
聴
取
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

　

多
世
代
交
流
施
設
で
は
バ
ス

一
台
が
止
ま
れ
る
幅
を
バ
ス
ベ

イ
と
し
て
設
置
し
利
用
す
る
考

え
で
あ
る
。

　

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を
減

ら
し
国
産
米
を
作
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
正
し
い
施
策
で
あ
る
と

思
う
。
20
年
後
の
人
口
は
千
人

を
切
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
浦

臼
駅
の
横
に
並
べ
て
多
世
代
交

流
施
設
を
作
る
。
そ
れ
が
一
番

合
理
的
だ
し
、
安
い
し
、
わ
ざ

わ
ざ
用
地
を
買
っ
て
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
な
い
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

今
ま
で
５
年
間
で
６
，
６
６
０

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ

再
々
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

能
性
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
話

を
し
た
い
と
思
う
。

し
、
事
業
実
施
の
選
択
は
慎
重

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
段
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い

郷
土
を
守
り
、
次
の
世
代
に
つ

な
ぐ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
私

は
町
の
人
口
動
態
を
示
し
て
お

く
。（
表
参
照
）



万
円
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け

使
っ
て
い
て
一
年
間
そ
の
ま
ま

置
い
て
、
庁
舎
内
で
協
議
す
る

な
ど
町
民
不
在
で
何
を
決
め
る

の
か
。

　

多
世
代
交
流
施
設
に
つ
い
て

は
高
齢
者
、
福
祉
関
係
の
代
表

者
、
さ
ら
に
公
募
に
よ
る
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
は
、
財
政
面
を
中
心
に
内
部

で
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
の
意
見
、

提
案
を
組
み
入
れ
た
中
で
具
体

案
を
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

②
そ
の
際
、
そ
れ
以
降
の
指
定

管
理
料
を
カ
ッ
ト
し
た
理
由
は
。

③
国
道
に
あ
る
道
の
駅
の
案
内

標
識
が
以
前
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

な
ぜ
臨
機
応
変
に
現
在
地
に
変

更
で
き
な
い
の
か
。

④
今
後
、
基
本
設
計
、
実
施
設

計
が
進
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、

議
会
に
示
さ
れ
た
２
案
を
基
本

と
す
る
の
か
。

⑤
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
を
含

め
た
一
帯
を
道
の
駅
と
し
て
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
こ
う
と
考
え
た

場
合
、
国
道
に
沿
っ
た
グ
リ
ー

ン
帯
の
廃
止
と
国
道
中
央
分
離

帯
の
廃
止
が
必
要
と
考
え
る
が
。

⑥
今
後
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
改
修
の
内
容
と
対
応
は
。

⑦
将
来
、
鶴
沼
公
園
、
キ
ャ
ン

プ
場
を
含
め
た
総
合
的
な
管
理

委
託
を
考
え
て
い
る
の
か
。

⑧
宿
泊
施
設
を
存
続
す
る
べ
き

と
考
え
る
。
行
政
が
主
導
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
紹
介
、
案
内

を
通
し
て
、
第
１
次
産
業
及
び

商
工
会
の
情
報
発
信
の
拠
点
に

な
る
こ
と
を
望
む
。

①
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
老
朽
化

と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
事
業
に

よ
る
建
て
替
え
を
前
提
と
し
て
、

道
の
駅
の
機
能
を
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
へ
移
設
し
た
。

②
人
件
費
や
光
熱
費
な
ど
の
削

減
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
、

道
の
駅
に
関
す
る
指
定
管
理
料

を
減
額
し
た
。

③
今
回
の
移
設
は
仮
移
設
で
あ

り
、
ト
イ
レ
や
道
の
駅
周
辺
の

施
設
は
移
動
し
て
い
な
い
た
め
、

看
板
等
の
変
更
は
行
っ
て
い
な

い
。

④
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
を

再
検
討
す
る
段
階
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
２
案
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も
含
め
、
検

討
を
進
め
る
。

⑤
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
事
業
の

設
計
を
進
め
て
い
く
段
階
で
検

討
す
る
。

⑥
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
最
低
限
必
要

な
維
持
的
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性

が
決
ま
る
ま
で
は
小
規
模
な
修

繕
を
行
い
、
維
持
し
て
い
く
。

⑦
総
合
的
な
管
理
は
、
将
来
の

構
想
で
、
現
時
点
で
具
体
的
な

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

⑧
宿
泊
機
能
に
必
要
な
経
費
等

の
営
業
収
支
や
建
設
コ
ス
ト
の

削
減
な
ど
を
考
慮
し
、
現
在
の

構
想
案
と
し
て
は
、
宿
泊
機
能

を
併
設
し
な
い
方
針
で
あ
る
。

　

町
と
商
工
会
が
一
体
と
な
っ

て
道
の
駅
を
盛
り
上
げ
て
い
く

体
制
づ
く
り
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
。
道
の
駅
管
理
者
は
、
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
情
報
提

供
機
能
、
休
憩
機
能
、
地
域
連

携
機
能
を
有
す
る
施
設
運
営
管

理
を
求
め
ら
れ
、
北
海
道
地
区

道
の
駅
連
絡
会
議
及
び
空
知
道

の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
が

実
施
す
る
事
業
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
の
駅
を

独
立
し
た
指
定
管
理
と
し
て
対

応
し
て
い
く
町
の
姿
勢
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

　

指
定
管
理
者
と
の
話
し
合
い

が
大
切
で
あ
る
。
今
後
、
方
向

性
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

①
令
和
２
年
９
月
に
道
の
駅
を

現
在
地
へ
移
転
し
た
が
、
そ
の

経
緯
は
。　
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質　

問

Ｑ 道
の
駅
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

町
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

議
会
の
流
れ

◎
議
会
運
営
委
員
会

３
月
２
日
、
11
日

・
第
１
回
定
例
会
の
運
営
に
つ

い
て

◎
全
員
協
議
会

２
月
24
日

・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

３
月
９
日

・
第
１
回
定
例
会
に
つ
い
て

・
浦
臼
町
長
等
の
給
与
に
関
す

る
特
例
措
置
条
例
に
つ
い
て

・
浦
臼
町
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

３
月
23
日

・
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告

〔
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
〕

・
令
和
３
年
度　

社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業　

中
央

線
・
浦
臼
内
川
橋
補
修
工
事

・
令
和
３
年
度　

ラ
ウ
ネ
ナ
イ

川
護
岸
改
修
工
事

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

４
月
15
日

・
議
会
だ
よ
り
第
１
７
８
号
編

集

町
長
再
々
答
弁

Ａ
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〇
橋
・
公
営
住
宅
長
寿
命
化
の
状
況
に
つ
い
て

　

町
が
管
理
す
る
橋
は
63
橋
あ
り
、
そ
の
中
で
50
年
を
経
過
し
た

橋
は
11
橋
現
存
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
優
先
順
位
を
定
め
改
修
計
画
を

進
め
て
い
る
。
ひ
ば
り
団
地
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
新
築
が
始
ま

り
令
和
５
年
度
ま
で
の
計
画
で
あ
る
。
今
ま
で
使
っ
て
い
た
１
棟

を
町
所
有
の
住
宅
と
し
て
残
し
、
定
住
対
策
と
し
て
公
営
住
宅
に

入
居
で
き
な
い
一
般
住
民
を
入
居
対
象
に
す
る
計
画
が
あ
る
。
有

効
活
用
を
図
り
入
居
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。
又
、
５
河
川

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
レ
シ
ッ
プ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
の

早
期
の
工
事
着
工
に
努
力
さ
れ
た
い
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

　
〈
調
査
日
２
月
14
日
〉

〇
Ｊ
Ｒ
跡
地
に
関
す
る
進
捗
状
況

①
旧
浦
臼
駅
周
辺
に
交
流
施
設
を
建
設
。
記
念
碑
を
設
置
し
、
ホ

ー
ム
、
線
路
を
一
部
保
全
。
児
童
公
園
、
憩
い
の
空
間
と
し
て
整
備
。

②
隣
接
地
権
者
へ
の
譲
渡
は
、
線
路
・
枕
木
を
撤
去
し
た
状
態
と
し
、

測
量
や
登
記
に
関
わ
る
経
費
を
含
め
た
有
償
譲
渡
と
す
る
。

③
浦
臼
駅
以
外
の
駅
舎
は
解
体
、
ホ
ー
ム
解
体
、
線
路
撤
去
と
す

る
他
、
電
柱
、
ケ
ー
ブ
ル
、
踏
切
設
備
、
橋
り
ょ
う
は
全
撤
去
と

す
る
。
今
年
、
４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
軌
道
等
撤
去
工
事
作
成

業
務
委
託
を
し
、
そ
の
後
軌
道
撤
去
を
す
る
。
９
月
30
日
に
Ｊ
Ｒ

か
ら
の
無
償
譲
渡
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
、
各
地
域
に
対
し
て

具
体
的
な
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
。
遊
歩
道
の
計
画
を
含
め

て
、
町
全
体
に
係
る
今
後
の
利
活
用
設
計
案
を
求
め
る
。
駅
前
開

発
と
し
て
の
交
流
施
設
、
児
童
公
園
、
記
念
碑
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
を
含
め
て
十
分
な
協
議
を
求
め
る
。
譲
渡
さ
れ
る
用

地
を
一
旦
、
町
有
財
産
と
し
て
所
有
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

令和４年度各会計予算を決定しました

　３月15日・16日に予算審査特別委員会を開き、令和４年度
浦臼町各会計歳入歳出予算などを審査しました。委員会では多
くの質問がありましたのでいくつかご紹介します。

一般会計は前年度から2.5％増額の36億円

会　計　名 予　算　額 前年度比 予算の主なもの

一 般 会 計 36億円 2.5％

教育関係 1億162万5000円
産業関係 ４億6277万5000円
福祉関係 4億5415万7000円
建設関係 6億1268万3000円
生活・防災・まちづくり関係 5億1411万7000円

特
別
会
計

国民健康保険 1億3310万円 1.0％ 国民健康保険分賦金 1億1027万6000円

後期高齢者医療 4710万円 △4.5% 保険料等負担金 4001万7000円

会　　計 収　　入 支　　出

下 水 道 事 業 収益的収入 1億2144万5000円 収益的支出 7489万1000円

営業収益 1960万円
営業外収益 1億184万5000円

営業費用 6989万3000円
営業外費用 494万8000円
特別損失 0円
予備費 5万円

資本的収入 780万円 資本的支出 6823万5000円

企業債 160万円
他会計補助金 170万円
国庫補助金 450万円

建設改良費 1122万3000円
企業債償還金 5701万2000円

用
地
に
つ
い
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
右
横
の
土
地
と
あ
る
が
駅

前
の
土
地
は
取
得
し
な
い
の
か
。

既
存
の
町
施
設
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
り
、
庁
舎
内
で
十
分
な
検

討
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

令
和
４
年
度
は
保
健
セ
ン
タ
ー
右
横
の
用
地
取
得
と
整
備
を

行
う
予
定
。
浦
臼
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
自
由
に
使
え
る
施
設
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
小
公
園
と
公
共
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能

を
併
設
す
る
。
年
配
者
か
ら
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
集
い
過
ご
せ

る
よ
う
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

多
世
代
交
流
施
設
に
つ
い
て

ＱＡ

近
年
、
寄
付
額
が
減
少
し

て
い
る
が
特
産
品
の
開
発

や
新
し
い
取
組
な
ど
を
協
議
し

て
い
る
の
か
。

令
和
元
年
に
国
の
法
律
が

改
正
さ
れ
、
返
礼
品
は
寄

付
額
の
３
割
以
下
で
地
場
産
品

と
い
う
ル
ー
ル
に
な
っ
た
。
今

後
は
寄
付
額
を
増
や
す
た
め
、

仕
入
れ
の
工
夫
や
取
り
扱
い
サ

イ
ト
の
数
を
増
や
す
な
ど
、
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ＱＡ
未
だ
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
任
用
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
の
募
集
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

滝
川
の
自
衛
隊
や
近
隣
の

市
町
に
も
声
を
か
け
て
い

る
が
話
は
来
て
い
な
い
。
斡
旋

は
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

札
幌
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
る
が
、
絶
対
数
が
少
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も

採
用
に
向
け
積
極
的
に
要
請
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

任
用
に
い
つ
い
て

ＱＡ
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委
員
会
報
告

　

本
町
の
人
口
は
１
，
７
０
０

人
を
下
回
り
空
知
管
内
で
は
最

少
の
人
口
と
な
り
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

に
あ
る
が
、
令
和
２
年
度
の
実

質
公
債
費
比
率
△
２
．
１
％
、

経
常
収
支
比
率
72
．
９
％
と
適

切
な
指
標
で
あ
り
今
後
も
維
持

さ
れ
た
い
。

　

令
和
４
年
度
予
算
で
は
、
新

た
な
生
活
交
通
の
整
備
、
多
世

代
交
流
施
設
基
本
・
実
施
設
計

業
務
委
託
、
Ｊ
Ｒ
軌
道
等
撤
去

工
事
、
水
稲
種
籾
購
入
費
助
成
、

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
な

ど
大
型
事
業
が
予
定
さ
れ
る
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
浦
臼
町

長
等
の
給
与
に
関
す
る
特
例
措

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
浦
臼
町
一
般
会
計
、
浦
臼

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

浦
臼
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
、
浦
臼
町
下
水
道
事
業
会

計
の
各
予
算
に
お
い
て
慎
重
審

議
の
結
果
原
案
可
決
す
べ
き
と

決
定
し
た
。　
（
髙
田
委
員
長
）

基
金
の
約
一
割
５
，
２
５
０
万
円
が
繰
入
と
な
っ
て
い
る
。

将
来
的
な
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

公
共
交
通
は
重
要
な
行
政
施
策
だ
が
無
制
限
に
使
っ
て
い
く

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
一
定
額
を
取
り
崩
し
な
が
ら
他
の
単

費
と
合
わ
せ
延
命
を
図
っ
て
い
く
と
共
に
、
よ
り
良
い
公
共
交
通

の
運
行
手
段
も
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
る
。

札
沼
線
代
替
輸
送
事
業
等
基
金
の
繰
入
に
つ
い
て

ＱＡ
Ｊ
Ｒ
軌
道
撤
去
費
用
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。
ま
た

そ
の
資
料
の
使
用
目
的
は
。

晩
生
内
か
ら
鶴
沼
ま
で
の
13
．
７
キ
ロ
の
軌
道
、
枕
木
・
鉄

道
施
設
、
駅
舎
な
ど
の
関
連
施
設
を
含
め
た
解
体
撤
去
に
係

る
資
料
を
作
成
す
る
。
そ
の
後
コ
ン
サ
ル
で
数
量
、
図
面
を
作
成

し
町
が
撤
去
の
入
札
を
行
う
た
め
に
そ
の
資
料
を
使
用
す
る
。

Ｊ
Ｒ
軌
道
等
撤
去
工
事
資
料
作
成
業
務
委
託
に
つ
い
て

ＱＡ
負
担
金
に
車
両
購
入
費
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
車
両
の
保
管

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
運
行
に
係
る
国
の
補
助
金

額
は
い
く
ら
か
。

町
は
車
両
購
入
費
を
負
担
す
る
。
事
業
者
が
車
両
を
購
入
し
、

保
管
、
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
。

国
の
交
通
に
係
る
補
助
金
の
合
計
は
令
和
２
年
10
月
か
ら
令
和
3

年
９
月
の
実
績
で
、
４
７
８
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和

４
年
度
は
未
定
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
交
通
対
策
費
に
つ
い
て

ＱＡ

令
和
３
年
度
の
利
用
は
低

調
だ
っ
た
が
令
和
４
年
度

の
利
用
数
増
に
向
け
た
対
策
は
。

事
業
の
周
知
が
令
和
３
年

４
月
以
降
で
、
営
農
計
画

作
成
後
に
な
っ
た
こ
と
が
一
因

と
考
え
る
。
今
年
は
数
件
、
仮

申
し
込
み
が
き
て
い
る
。
若
手

農
業
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業

が
令
和
３
年
度
で
終
了
す
る
の

で
利
用
数
も
増
え
る
と
考
え
る
。

農
業
活
性
化
支
援
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

ＱＡ
近
年
ヒ
グ
マ
の
足
跡
が
住

宅
の
近
く
で
確
認
さ
れ
る

な
ど
人
の
生
活
圏
に
侵
入
し
て

き
て
い
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

現
状
、
箱
わ
な
の
設
置
と

猟
友
会
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

依
頼
し
て
い
る
。
町
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
協
議
会
で
も
ヒ

グ
マ
の
見
回
り
に
予
算
を
つ
け

て
猟
友
会
に
依
頼
し
て
い
る
。

 

〈
産
業
振
興
課
長
〉

　

Ｊ
Ｒ
防
風
林
に
つ
い
て
は
、

譲
渡
後
各
町
内
会
と
協
議
し
て

い
く
。 

〈
総
務
課
長
〉

ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て

ＱＡ

◆
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告

　

に
つ
い
て
ー
報
告
済
ー

・
令
和
３
年
度
社
会
資
本
整
備

　

総
合
交
付
金
事
業
中
央
線
・

　

浦
臼
内
川
橋
補
修
工
事

・
令
和
３
年
度
ラ
ウ
ネ
ナ
イ
川

　

護
岸
改
修
工
事

報
告
事
項

審
議
さ
れ
た
事
件

結
果

と

◆
浦
臼
町
課
設
置
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

ー
可
決
ー

◆
浦
臼
町
個
人
情
報
保
護
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て　

ー
可
決
ー

◆
浦
臼
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

　

展
市
町
村
計
画
の
一
部
変
更

　

に
つ
い
て　

ー
可
決
ー

◆
浦
臼
町
長
等
の
給
与
に
関
す

　

る
特
例
措
置
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

　

ー
可
決
ー

条
例
等
の
審
議
と
結
果

◆
令
和
３
年
度
社
会
資
本
整
備

　

総
合
交
付
金
事
業
ひ
ば
り
団

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
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委
員
長　
　
　

野
崎　

敬
恭

　

副
委
員
長　
　

折
坂　

美
鈴

　

委
員　
　
　
　

東
藤　

晃
義

　

委
員　
　
　
　

髙
田　

英
利

編
集
後
記

　

連
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
の

ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
、
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
民

間
人
が
惨
殺
さ
れ
て
い
る
の
を

見
る
度
に
家
、
家
族
、
命
を
奪

わ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の

苦
し
み
を
思
う
と
筆
舌
に
尽
し

難
い
思
い
に
な
る
。
一
日
も
早

く
こ
の
争
い
が
終
わ
る
事
を
心

か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
解
除
さ
れ
た
と

は
い
え
気
の
抜
け
な
い
状
況
に

変
わ
り
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
と
共
に
生

活
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

農
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。
豊
穣
の
秋
に
向
け
今

年
も
汗
を
流
す
と
し
ま
す
。

 

（
髙
田
）

寄
付
行
為
に
つ
い
て

　

議
会
議
員
は
、
選
挙
区
内

で
金
銭
や
品
物
を
送
る
こ
と

は
特
定
の
場
合
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

地
（
Ｇ
・
Ｈ
棟
）
建
築
工
事

　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
（
最
低
制
限
価
格
適
用
）

　

契
約
の
金
額

　
　

２
億
６
８
０
万
円

　
　
　
（
う
ち
消
費
税
額　
　

　
　
　
　

１
，
８
８
０
万
円
）

　

契
約
の
相
手
方　

三
鉱
・
今

　

田
経
常
建
設
共
同
企
業
体

﹇
請
願
書
﹈

○
コ
ロ
ナ
禍
で
の
消
費
拡
大
対

　

策
の
強
化
と
水
田
活
用
交
付

　

金
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

　

書
の
請
願
書
（
請
願
受
付
第

　

１
号
）　

―
採
択
―

・
請
願
者　

浦
臼
町
農
民
協
議

　

会
委
員
長　

柴
田　

勉

・
紹
介
議
員　

静
川　

広
巳

﹇
意
見
書
﹈

　

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
関

係
省
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
消
費
拡
大
対

策
の
強
化
と
水
田
活
用
交
付
金

の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、

　
　
　
　
　

財
務
大
臣
、
農
林

　
　
　
　
　

水
産
大
臣

請
願
書
・
意
見
書

　

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
関

係
省
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ

　

イ
ナ
武
力
侵
攻
を
厳
し
く
非

　

難
し
、
平
和
的
解
決
を
強
く

　

求
め
る
決
議

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、

　
　
　
　
　

総
務
大
臣
、
外
務

　
　
　
　
　

大
臣
、
衆
議
院
議

　
　
　
　
　

長
、
参
議
院
議
長
、

　
　
　
　
　

在
日
ロ
シ
ア
連
邦

　
　
　
　
　

大
使
館
、
在
日
ウ

　
　
　
　
　

ク
ラ
イ
ナ
大
使
館

決　

議

◎令和３年度予算の補正されたもの

会計名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（ 第 9 号 ）

39億6544万8000円
（2億8251万5000円）ひばり団地建設工事 2億7000万円

一 般 会 計
（ 第 1 0 号 ）

38億2730万5000円
（△1億3814万3000円）

基金積立金 6921万8000円
ふるさと納税記念品 △1000万0000円
歯科診療所運営支援金 720万0000円
施設型給付金等 1014万7000円
産業廃棄物処理業務委託料
 △119万9000円
デジタル防災行政無線更新業務委託料
 △2146万7000円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
（ 第 １ 号 ）

１億4353万1000円
（1173万1000円）

財政調整基金積立金 1402万4000円
国民健康保険分賦金 △154万8000円

後期高齢者医療
（ 第 １ 号 ）

4628万6000円
（△301万4000円）

給料 △95万3000円
保険料等負担金 △122万1000円

下 水 道 事 業 会 計
（ 第 2 号 ）

（補正後）収益的収入及び支出
　　　　　　下水道事業収益　1億2739万7000円（25万4000円）
　　　         下水道事業費用          7628万6000円（4万5000円）

（補正後）資本的収入及び支出
　　　　　　資本的支出　        7739万1000円（△27万1000円）



15　広報うらうす

　町内未整備地区への整備が完了した光回線について、町民の皆様が光サービスを利用するには希望する
回線事業者に申込手続を行い、宅内へ配線を引き込む工事を行う必要があります。なお、光回線サービス
のうち、NTT東日本の提供するものにつきましては申込受付を開始しております。
　ＮＴＴ東日本の光回線サービス申込手続については、下記フレッツ開設用ダイヤルに電話するか、フレ
ッツ公式ホームページより行うことができます。その他の事業者サービスの利用を希望する方は、お手数
ですが各事業者へ問い合わせいただきますようお願いいたします。

　フレッツ公式ホームページ
　URL：https://flets.com

令和４年度　狂犬病予防注射日程表

　令和４年度の犬の狂犬病予防注射を次のとおり実施します。
　既に登録を済ませている飼い主の方には案内書を送付いたします。「注射済票」を兼ねた用紙になってい
ますので、必要事項を記入のうえ切り離さずにそのまま各会場にお持ちください。また、新規に犬を飼われ
た方は、登録と予防注射が必要ですので、各会場までお越しください。

※地区割は、あくまでも目安です。御都合に合わせて各会場、どちらで受けていただいても構いません。
●注射料金　２,６９０円　注射済票交付手数料５５０円　　合計　３,２４０円
　なお、新規登録の場合は、登録料（３,０００円）が必要です。
　また、所有者・転居により住所が変わった場合は、変更の申請が必要になります。
　※飼い犬が亡くなっている場合は、死亡届の提出が必要になります。
　・各会場で申請等の受理をします。また、後日役場で手続きすることも可能です。
　・各申請等手続きの際には、印鑑と各申請手数料分の現金を持参してください。
●出張注射料金　１,０００円
お問い合わせ　住民課生活係　電話：６８－２１１２

月日 場　　　　所 時　　　間 地 区 割

）
木
（日
９
月
６

於札内直売所前     9:00～10:00 鶴1・鶴3

浦臼消防団第２分団（鶴沼）詰所前 　10:10～11:00 鶴2

町営住宅スパーク21・D棟向い 農協11号倉庫前　11:10～12:00 浦5～浦7

森商店前 　13:00～14:00 浦1

札的母と子の家前 　14:10～15:10 浦7・浦8

10

）
金
（日

晩生内地区コミュニティーセンター前     9:00～11:30 晩1・晩2・晩3

役場車庫前 　13:00～15:00 浦2・浦3・浦3-2・浦4・浦5
出張注射 　15:00～ 全　区　域

犬の飼い主のみなさんへ

狂犬病予防注射実施のお知らせ

有料広告

「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？

広告主募集中広告主募集中広告主募集中
１号広告　縦４㎝×横15㎝  4,000円
２号広告　縦４㎝×横  7㎝  2,000円
お問い合わせ　役場総務課企画係

フレッツ開設用ダイヤル
０８００－８００－９９８８

町内での光回線サービス申込について
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　あわてず・ゆっくり・落ち着いて、指令員の質問にお答えてください！

１１９番へ通報する時
　砂川消防署通信指令室で１１９番を受信します。
　①火事ですか？ 救急ですか？ 救助ですか？
　　落ち着いて緊急出動させる用件を伝えてください。

　②出動する地区の住所・世帯主名または施設名
　　指令員へゆっくりと住所・世帯主名を正確に分かるよう、伝えてください。

　③どういう状態か
　　あわてずに状況を端的に伝えてください。
　　〇救急の場合～誰が・いつ頃から・どのような状態・持病・かかりつけ病院名
　　〇火災の場合～何が燃えているか・避難しているか・けが人はいるか
　　〇救助の場合～どこで・何が・どのような状態・けが人はいるか

　④その他
　　傷病者の生年月日の他、通報者の名前・電話番号を確認します。
　

携帯電話からの１１９番通報
　組合管内（砂川市・奈井江町・浦臼町・上砂川町）から携帯電話での通報も砂川消防署通信指令室へ受信
します。ただし境界付近では、隣接する他管内消防へ受信する場合があります。電話は管轄する消防に転送
されますので、電話を切らずにお待ちください。

口頭指導
　１１９番通報で救急車を要請された場合、正確な住所が確認できた時点で早急に救急車は出動します。あ
わてて電話を切らずに現在の症状も詳しく教えてください。
　症状によっては、救急車が到着するまでの間、指令員が心肺蘇生法・異物除去法・止血法・熱傷手当など、
必要な応急手当の方法を電話口で伝えます。皆様のご協力をお願いいたします。

コロナウイルス症状かどうかで心配．．．
　かかりつけ医等の身近な医療機関か、帰国者・接触者相談センター（０８００－２２２－００１８）へ現
在の症状を詳しく伝えて、相談してください。

１１９番に間違って電話した場合…
　間違って１１９番に通報した場合、あわてて電話を切らずに「間違いで通報」したことを伝えてください。

このような通報は、ご遠慮願います！
◎１１９番受信直後に「早く来てくれ」
　正確な住所を落ち着いて指令員へ伝えてください。もし住所が分からない場合、地区名・世帯主名、災害
現場の直近に目印となる商業施設・看板等を伝えて下さい。指令システムデータ図面を確認しながら場所を
特定し、出動場所が確定した後に緊急車両が出動します。

火事・救急・救助は１１９番
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◎「サイレンを鳴らさないで来てほしい」
　警告灯をつけず、サイレンを鳴らさない走行は、法令上の特例規定が適用されず、緊急走行することがで
きません。皆様のご理解をお願いいたします。

◎「サイレンが聞こえるけど、どこで火事ですか？」
　災害の情報を確認されたい方は、災害情報ダイヤル（０１２５－５４－３３３３）で確認願います。

◎「緊急ではないのだけど・・・」
　救急車を呼ぶほどの｢緊急｣ではないが、通院や入・退院、転院及び社会福祉施設等への送迎など、ストレッ
チャーや車椅子等で移動したいという場合にあっては、寝台福祉・車いす専用車を所有している民間企業を
ご利用ください。

お問い合わせ　砂川地区広域消防組合救急通信課　指令室
　　　　　　　電話：５４－２１９６

　令和４年度に高等学校へ入学する生徒は、タブレット端末を自費購入することとなります。そこで、町で
は保護者の経済的負担の軽減を目的として、端末の購入に対する助成制度を始めます！

＜令和４年度に高校１年生となった生徒の保護者の皆様へ＞

高等学校で使用するタブレットの購入費を助成します！

有料広告

対　象　者

○高等学校からタブレットの支給や貸与を受けず、家庭でタブレットを用意する保護者
○町内に住所があり、令和４年度に高等学校へ入学した生徒の保護者
○交付対象者と同一世帯の者が過年度分の町税を滞納していない者
○生活保護を受給していない者

助成対象・交付額

○交付上限額　30,000円／生徒１人（100円未満切り捨て）
○タブレット本体代金に対する助成です。
○生徒１人あたり１回限りの助成です。
○他市町や他の制度から助成金が交付されている場合は、その額を除いた残額を助成金の
　額とします。

申請方法

①タブレットを購入したことを証明する書類
高等学校からの案内文書、領収書と購入内訳がわかる納品書等をご用意ください。

②振込先金融機関の預金通帳の写し（申請保護者名義のもの）
③保護者と世帯主の印鑑
シャチハタ不可。保護者と世帯主が同じ場合は同じ印鑑で可。

④他の制度から補助金等が支給されている場合は、決定通知書の写し等金額がわかるもの
⑤在学証明書または学生証のコピー
⑥申請書兼請求書（教育委員会にあります）
　①～⑤を揃えて教育委員会へお越しください。⑥を記入して申請となります。

お問い合わせ 教育委員会学務係　電話：６８－２１６６／ＦＡＸ：６８－２９７６



自動車税種別割の納税通知書が５月６日（金）に発送されます。

納期限は５月３１日（火）です。
〔自動車税種別割は、次の場所や方法で納税できます。〕
◆道内の金融機関、郵便局◆総合振興局、道税事務所の窓口
◆コンビニエンスストア（主な店舗、セブンイレブン、ローソン、セイコーマートなど）
◆スマホ納税について
　スマートフォン、タブレット端末から決済アプリを利用して納税手続きをしてください。ご利用の際は、
バーコードが印字された納税通知書が必要です。
　詳しくは道税ホームページをご確認ください。
　　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/noufu/smartphoneapp.html
◆クレジットカード納税
　インターネット上の「北海道自動車税支払い」サイトから、納付手続をしてください。
　ご利用の際は、納税通知書に印字されている「納付番号」と「確認番号」の入力が必要です。
　お手続きは道税ホームページをご確認ください。
　　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/noufu/credit.html

　次のようなときは、お問い合わせください。
　　①　納税通知書が届かないとき。
　　②　やむを得ず、納期限までに一括納付が困難なとき。
　お問い合わせ　空知総合振興局納税課
　　　　　　　　電話：０１２６－２０－００５５（直通）

介護職員初任者研修通信講座
　○日　　　程　　８月２４日～１２月２１日（全 17回）
　○募集定員　　１２名（最少開催人数 8名）
　○受　講　料　　６０,０００円（税込）※支払方法は別途案内
介護職員実務者研修通信講座
　○日　　　程　　７月１日～１２月３０日までの期間
　　　　　　　　　（面接授業８日間とそれ以外はインターネットを利用した学習）
　○募集定員　　２０名（最少開催人数 8名）
　○受　講　料　　１１０,０００円（税込）※支払方法は別途案内
共通事項
　○会　　　場　　広域介護予防支援センター（空知中部広域連合内）
　○申込期限　　５月３１日（火）
　○申　込　み　　福祉課介護福祉係（保健センター）または空知中部広域連合で配布中
　○問い合わせ　　空知中部広域連合総務企画係　電話：６６－２１５２　ＦＡＸ：６６－２１３８
　○そ　の　他　　当広域連合管内（１市５町）にある介護サービス事業所に勤務中または勤務予定で、　
　　　　　　　　　当該研修を修了した方に対し、令和４年度から受講料の３分の１を助成いたします。

広報うらうす　18

自動車税種別割について

令和４年度　介護職員各種通信講座のご案内

自動車税種別割のお問い合わせは、空知総合振興局納税課まで。
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特定健診を受けよう！
　今年もまた、特定健診の申し込みが始まります！特定健診は、国民健康保険の方を対象とした、メタボリ
ックシンドローム（メタボ）に着目した健診です。メタボを早期に発見し、改善することで、生活習慣病を
予防することができます。

☆特定健診を受けて欲しい理由
①生活習慣病予防は早期発見が大切です。
　特定健診では、症状のない初期の生活習慣病を発見することができます。
　「元気だから」「忙しいから」と健診を受けずにいると、気づいたときには脳卒中や心筋梗塞など命に関わ
る疾患を発症している可能性があります。
②無料の健診で、家計に優しく。
　生活習慣病が原因で起こる疾患（脳卒中や心筋梗塞）は、重症化すると、介護や高度な治療（手術など）
を要する可能性があります。その場合、治療にかかる時間やお金は膨大になります。年に１回（たった１時間）、
無料の健診を受けることが、それを防ぐことに繋がるのです。

☆浦臼町の健診受診状況について
　Ｒ２年度３地区の特定健診受診率　単位：％（資料：Ｒ１・Ｒ２年度法定報告）

Ｒ２年度の浦臼町の健診受診率は４５.２％であり、前年のＲ１年度
（５０.０％）に比べて低下しています。どの地区でも低下しており、
新型コロナウイルス感染症の流行に伴い受診を控えらえた方が多く
いたことが考えられます。地区別にみると、Ｒ１・Ｒ２年度ともに晩
生内、鶴沼、浦臼の順に受診率が高いことがわかります。みなさん
の地区はどうでしたか？浦臼町は、分母となる人口が少ないので、
一人の受診によって大きく割合が変動します。ご家族、お隣さんなど、
お誘いあわせて、地域のみなさんで受診しましょう。

☆特定健診がもっと受けやすくなりました！
　特定健診の受診方法は様々あります。自分に合った方法で、年に1度受診しましょう。
　・保健センターで集団健診を受ける場合…７月２日（土）～４日（月）、１０月１４日（金）
　・札幌がん検診センターで受ける場合…１０月２５日（火）
　・かかりつけの医療機関で受ける場合…今年度より、砂川・滝川市内の一部医療機関でも受診できるよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になりました。通院のついでなどにお気軽にご利用いただけます。
受診の流れなど詳しくは、５月全戸配布のチラシをご覧ください。
※７月の健診のお申し込みは５月９日（月）から開始です。
お問い合わせ　福祉課保健指導係（保健センター）　電話：６９－２１００

有料広告
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　新型コロナウイルスワクチンの３回目接種は、２回目の接種後おおむね６ヶ月経過した１２歳以上の方を
対象に実施しています。
　対象となる方へは、接種のご案内や接種券付き予診票などを郵送していますので、接種を希望される方は、
下記の日程を確認し予約をお願いします（ワクチンの種類により接種日が異なります）。
　供給されるワクチンには使用期限があり、無料で接種を受けられるのは令和４年９月３０日までですの
で、接種を希望される方はこの機会にお申し込みください。
　なお、ワクチンの接種は強制ではありません。ワクチンを受けるにはご本人の同意が必要です。接種券に
同封されている予防接種についての説明書をお読みになり、ワクチンの効果と副反応をご理解のうえ、接種
をご検討ください。

～予約方法～
下記の方法により保健センターで受け付けます。
　①電　話：６９－２１００　　平日８時３０分～１７時１５分
　②ＦＡＸ：６８－２２８９
　③メール：vaccine3@town.urausu.lg.jp
　＊予約時は、次の内容を記載し送信（電話連絡）してください。 
　　接種者の氏名（フリガナ）／生年月日／連絡のつく電話番号／接種希望日時（第１～２希望まで）
　＊予約状況により必ずしも希望日時にならないこともありますので、ＦＡＸ、メールで予約された方は、
　　保健センターより折り返し日時確定の連絡をさせていただきます。
　＊ワクチンの有効活用のため、予約状況に応じ、予約確定後も日程の変更をお願いする場合がありますの
　　でご協力をお願いします。

新型コロナウイルスワクチン接種のご案内

３回目接種について

　３月より砂川市立病院で接種を実施していますが、５月以降の接種日や接種場所についてはホームペー
ジでお知らせしています。接種日などが予約者数により変更となる可能性があるため、接種を検討されて
いる方は、ホームページをご覧いただくか、保健センターまでお問い合わせください。
　なお、これから５歳になるお子さんについては、誕生月に接種券を送付します。

お問い合わせ　福祉課保健指導係（保健センター）　電話：６９－２１００

５歳から１１歳までのコロナワクチン接種予約について

１．ファイザー

＊１２～１７歳の方は、「ファイザー」のみとなります。

２．武田／モデルナ

接種日 受付時間 接種日 受付時間

1 ５／２０（金） ①　～　⑩ 1 ５／２６（木） ⑤　～　⑩

2 ５／２５（水） ⑤　～　⑩

3 ５／３１（火） ⑤　～　⑩

受付時間
① ９: ３０ ② １０: ００ ③ １０: ３０ ④ １１: ００ ⑤ １４: ００

⑥ １４: ３０ ⑦ １５: ００ ⑧ １５: ３０ ⑨ １６: ００ ⑩ １６: ２０
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まいたうんTOPICS

　土屋慎一氏が浦臼町の人権擁護委員として法
務大臣より委嘱（再任）され、令和４年４月１
４日川畑町長より委嘱状の伝達が行われました。
　人権擁護委員は、差別やいじめ、プライバシー
の侵害など人権に関わる悩みの相談を受け付け
たり、人権教室などの啓発活動を行っておりま
す。

人権擁護委員委嘱

　３月３０日（水）浦臼町役場町長室において
浦臼消防団長の辞令交付式が執り行われ、３８
年間の長きにわたり浦臼消防団の職務遂行にあ
たった 団長 渡邊一彦 氏が令和４年３月３１日
付をもって退団されました。同氏は昭和５９年
４月に砂川地区広域消防組合浦臼消防団員に拝
命され、平成２６年４月からは団長として８年
間お務めになり、浦臼消防団の発展に寄与され
ました。令和４年４月１日からは副団長の丹羽 
栄 氏が団長に就任し、浦臼消防団のさらなる発
展に努めてまいります。
　また、団長 渡邊一彦 氏につきましてはこの
度、令和３年度消防庁長官功労章を受章され、
浦臼町長による表彰伝達式が執り行われまし
た。功労章は防火思想の普及、消防施設の整備、
消防教育の実施について、その成績が特に優秀
で、かつ、他の模範と認められる方に授与され
ます。（情報提供　奈井江・浦臼支署）

浦臼消防団長の就退任

新団長　丹羽　栄　氏

【消防履歴】

期　　　　間 階　　　　級

自　昭和５９年　４月　１日
至　平成１０年　３月３１日

砂川地区広域消防組合
浦臼消防団　団員　

自　平成１０年　４月　１日
至　平成１５年　３月３１日

砂川地区広域消防組合
浦臼消防団　班長　

自　平成１５年　４月　１日
至　平成１８年　３月３１日

砂川地区広域消防組合
浦臼消防団　部長　

自　平成１８年　４月　１日
至　平成１９年　３月３１日

砂川地区広域消防組合
浦臼消防団　副分団長　

自　平成１９年　４月　１日
至　平成２２年　３月３１日

砂川地区広域消防組合
浦臼消防団　分団長　

自　平成２２年　４月　１日
至　平成２６年　３月３１日

砂川地区広域消防組合
浦臼消防団　副団長　

自　平成２６年　４月　１日
至　令和　４年　３月３１日

砂川地区広域消防組合
浦臼消防団　団長　

【表彰歴】一部抜粋

受章年月日 表　彰　種　別

平成２５年　１月　１日 北海道消防協会　功績章

平成２５年　３月　６日 消防庁長官　永年勤続功労章

令和　４年　３月　２日 消防庁長官　功労章



男　　 804人（－7人）
女　　 872人（　0人）
計　　1,676人（－7人）
世帯数 807戸（－4戸）

（　）内は前月との比　■３月末現在

編 集 後 記

自動車運転免許更新時講習会

今
月
の

は

で
す
。
５
月
10
日（
火
）ま
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
の
戸
別（
訪
問
）収
集
日
で
す
。

※

６
月
の
収
集
日
は
６
月
21
日（
火
）で
す
。

　

〆
切
日
は
６
月
14
日（
火
）ま
で
で
す
。

粗
大
ご
み
収
集
日

５
月
17
日（
火
）

最終処分場放流水水質検査結果（3月分）

項目

採取日

水素イオン
濃度 浮遊物質量 生物化学的酸素要求量

化学的
酸素要求量 全窒素

〔ｐＨ〕 〔ＳＳ〕 〔ＢＯＤ〕 〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕 〔Ｔ－Ｎ〕

7.8 2.1 5.61未満 0.9

基 準 値 ５.８～８.６ １０以下 ２０以下 ９０以下 １２０以下

そ
の
他
の
出
動

救
助
出
動

今
月
分

累
　
計

救
急
出
動

火
災
出
動

区　分

期　間

0
（3）

0
（2）

0
（0）

2
（24）

2
（7）

2
（10）

1
（1）

15
（99）

警
　
　
戒

0
（2）

2
（7）

1月１日
↓

3月31日

3月１日
↓

3月31日

浦臼町内の出動状況（　）内は奈井江・浦臼支署全出動状況

3月9日（水）

お知らせします！

はい！こちら１１９番

社会福祉事業へ
匿名　　　　　　　　　　　　　１万円

故人の生前のお礼として
藤　井　政　義さん　　　　　　鶴沼第２
（故　藤　井　加代子さん）　　２万円

ご厚志ありがとうございます
社会福祉協議会へ

　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自
宅に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、
滝川警察署砂川警察庁舎等で更新の手続き（申
請等）を済ませ、「優良講習」対象者に該当する
かどうか確認の上、受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月
間の間に行ってください。

と　き　５月１９日（木）・午後６時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）
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今回も大雪に見舞われた本町でしたが、そんな雪も溶
けすっかり春らしくなりました。町内でも卒業式や入
学式が行われ、それぞれが新しい環境の下、頑張って
いることだと思います。
そんな私も広報担当として２年目に突入しました。振
り返ってみると、ピントの合っていない写真を撮った
り、この編集後記を書くにも未だ四苦八苦していま
す。でも、良かったこともあり、この編集後記を書い
た日の朝、登校中の小学生に「写真を撮ってくれる人
だ」と声をかけてもらいました。少なからず、小学生
にも顔を覚えてもらっているということは嬉しかった
です。今年度は、たくさん取材に行けたら良いなぁと
思っておりますので、今後ともよろしくお願いしま
す。（和泉）

ＨＰ

　　　　　　　　　　　　　　　４月２日
藤　井　加代子さん　　91歳
　　　　　　　　　　　　　　　鶴沼第１

おくやみ申し上げます




